
6はすだ市議会だより　第139号

令 和 7 年 度

【
指
摘
・
要
望
事
項
】

総
務
委
員
会

•
競
争
入
札
に
当
た
っ
て
は
、
工
事
に
つ
い
て
は

最
低
制
限
価
格
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
業
務
委
託
に
つ
い
て
も
同
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
、
適
正
な
履
行
の
確
保
を
図
る

こ
と
。

•
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
溢い
っ
水す
い
実

態
の
情
報
収
集
能
力
を
改
善
し
、
正
確
な
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
。

•
消
防
署
職
員
、
消
防
団
員
に
つ
い
て
は
常
に
安

定
的
な
人
員
体
制
が
組
め
る
よ
う
体
制
を
整
え

る
こ
と
。

•
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
業
務
は
、

引
き
続
き
窓
口
業
務
の
拡
充
を
図
り
、
必
要
な

体
制
を
整
え
る
こ
と
。

•
期
日
前
投
票
所
で
あ
る
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン

タ
ー
の
投
票
時
間
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
投
票

率
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

民
生
文
教
委
員
会

•
胃
が
ん
検
診
の
検
査
方
法
の
拡
充
に
つ
い
て
、

速
や
か
な
検
討
・
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

•
次
期
介
護
保
険
料
の
改
定
に
向
け
て
は
、
財
政

調
整
基
金
等
の
見
通
し
も
十
分
勘
案
の
上
、
急

激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
検
討
を
行
う
こ
と
。

•
学
校
給
食
棟
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

は
、
給
食
調
理
員
の
安
全
な
職
場
環
境
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
早
急
な
対
応
を
検
討
す
る
こ

と
。

•
妊
婦
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な

る
す
べ
て
の
方
に
十
分
な
市
か
ら
の
情
報
提
供

に
努
め
る
こ
と
。

•
黒
浜
公
園
の
野
球
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
を
考
慮
し
て
使
用
期
間

（
3
月
の
午
前
中
）
の
弾
力
的
な
運
用
を
検
討

す
る
こ
と
。

建
設
経
済
委
員
会

•
自
治
会
加
入
率
の
低
下
に
つ
い
て
、
担
当
課
が

主
体
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
存
続
し
て
い

く
方
策
を
講
じ
る
こ
と
。

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
改
修
・
廃
止
に
つ
い

て
、
予
算
面
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
声
を
踏
ま

え
多
角
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

•
自
然
環
境
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
触
れ

て
も
ら
う
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
等
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

•
梨
農
家
に
5
年
後
10
年
後
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
等
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
に
対
す
る
施

策
を
打
つ
こ
と
。

議
案
第
69
号　
令
和
７
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

反対討論

評
価
で
き
る
点
も
あ
る
が
、

5
つ
の
理
由
で
反
対

�

諸
根　
善
昭
（
日
本
共
産
党
）

　

水
道
料
金
の
一
定
期
間
の
引
き
下
げ
な
ど
評
価

で
き
る
点
も
あ
る
が
、
以
下
の
理
由
で
反
対
。

①　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
法
定
外
繰
出

金
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
負

担
軽
減
の
た
め
に
復
活
を
求
め
る
。

②　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
国
に
よ
る
個
人
情
報

の
管
理
を
進
め
る
も
の
で
、
市
の
独
自
財
源
の

負
担
も
2
0
6
0
万
円
に
上
る
な
ど
歯
止
め
が

必
要
で
あ
る
。

③　

会
計
年
度
任
用
職
員
が
全
体
の
44
・
9
%
も

占
め
て
お
り
、
適
正
な
規
模
に
す
べ
き
。

　今定例会では、令和７年度決算認定
議案６件の審査を各常任委員会に付託
して行いました。
　予算の執行が法令に基づいて、合理
的・能率的・効果的に執行されたか、
また、公共の福祉向上に寄与したかな
どを主眼に審査し、来年度予算編成に
向けて、次のとおり指摘・要望いたし
ました。

決算審査の概要決算審査の概要

総合市民体育館サブアリーナ（令和 8年 1月完成）
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④
学
童
保
育
所
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
公
的
責

任
を
明
確
に
す
べ
き
。

⑤
生
活
道
路
改
良
重
点
事
業
は
県
の
平
均
よ
り
も

大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、
事
業
費
の
大
幅
な
増
額

を
求
め
る
。

議
案
第
70
号　
令
和
７
年
度
蓮
田
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

反対討論

法
定
外
繰
り
入
れ
を
再
開
し
、

国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
を

�

深
田　
康
孝
（
日
本
共
産
党
）

　

市
は
令
和
9
年
度
の
保
険
税
水
準
の
準
統
一
化

に
向
け
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
県
の
指
導
は
技
術

的
助
言
に
過
ぎ
ず
、
法
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
均
等
割
減
免
な
ど
市
独
自
の
減
免
や
保

健
事
業
へ
の
繰
り
入
れ
は
、
国
も
認
め
て
い
ま

す
。
国
保
は
憲
法
25
条
に
基
づ
く
社
会
保
障
制
度

で
あ
り
、
本
来
は
国
が
公
費
を
増
や
し
て
支
え
る

べ
き
で
す
。
そ
れ
が
な
い
以
上
、
市
が
繰
り
入
れ

を
再
開
し
、
加
入
者
の
負
担
軽
減
と
健
康
づ
く
り

に
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
で
す
。

議
案
第
71
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

反対討論

保
険
料
へ
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
分
の
上
乗
せ
が
、
高
齢

者
に
重
く
の
し
か
か
る

�

深
田　
康
孝
（
日
本
共
産
党
）

　

令
和
7
年
10
月
、
窓
口
負
担
2
割
の
方
へ
の
配

慮
措
置
が
終
了
し
、
外
来
の
負
担
上
限
は
月
1
万

8
0
0
0
円
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
か

ら
均
等
割
額
が
4
万
5
9
3
0
円
か
ら
5
万
2‌

3 

7‌

0
円
に
上
が
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分

も
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
価
高
の
な
か
、
保

険
料
と
窓
口
負
担
の
二
重
の
負
担
増
は
受
診
控
え

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
75
歳
以
上
を
切
り
離
し
、

負
担
増
と
差
別
医
療
を
強
い
る
制
度
は
廃
止
す
べ

き
で
す
。

議
案
第
72
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

反対討論

介
護
崩
壊
を
止
め
る
た
め
、

国
負
担
の
大
幅
引
き
上
げ
を

�

深
田　
康
孝
（
日
本
共
産
党
）

　

制
度
開
始
か
ら
26
年
、
利
用
料
な
ど
の
負
担
が

重
く
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
賃
金
水
準
が
低
い
た
め
に
介
護

職
員
が
不
足
し
、
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
世
帯
も
増
え
、
介
護
離
職
が
年
間
10
万

人
で
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
の
介

護
事
業
所
の
倒
産
・
休
廃
業
も
過
去
最
多
で
す
。

そ
れ
で
も
国
は
、
利
用
料
2
割
負
担
の
対
象
拡
大

な
ど
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
庫
負
担
を

増
や
さ
ず
市
民
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
介
護
保
険

制
度
に
は
反
対
で
す
。

議
案
第
73
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

反対討論

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
資
本
金
組

入
れ
は
、
水
道
料
金
減
額
等
へ
の

活
用
余
地
を
狭
め
る
た
め
反
対

�

榎
本　
菜
保
（
日
本
共
産
党
）

　

水
道
事
業
会
計
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
と
は
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
利
益
で
、
最
終
的
に
使

い
道
が
決
ま
っ
て
い
な
い
剰
余
金
で
あ
り
、
そ
の

使
い
道
を
決
め
る
の
は
議
会
。

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
資
本
金
へ
の
組
入
れ
は

法
的
義
務
は
な
く
、
市
民
に
対
す
る
水
道
料
金
の

減
額
等
へ
の
活
用
余
地
を
狭
め
、
情
勢
に
よ
っ
て

議
会
が
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
を
難
し
く
す
る

た
め
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
74
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

反対討論

下
水
道
事
業
は
、
民
間
委
託

で
は
な
く
公
的
責
任
で
市
が

行
う
べ
き

�

榎
本　
菜
保
（
日
本
共
産
党
）

　

下
水
道
使
用
料
値
上
げ
を
決
め
る
た
め
の
業
務

委
託
費
は
到
底
看
過
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
の
運
営
等
を
民
間
事
業
者

に
委
託
す
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
の
導
入
検

討
費
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
利
益
重
視
の
運
営

で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
、
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
事
例
が
欧
州
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

賛
成
で
き
な
い
。

　

公
衆
衛
生
向
上
や
環
境
保
全
、
雨
水
の
浸
水
防

御
と
い
う
公
的
責
任
を
市
は
自
覚
し
、
自
主
性
を

発
揮
し
て
、
従
来
ど
お
り
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
行
い
、
事
業
運
営
す
べ
き
。
よ
っ
て
日
本

共
産
党
は
反
対
す
る
。

議会運営研修会を開催
　去る８月５日㈬に元宮崎県日南市長（現株式会社飫

お

肥
び

社
しゃ

中
ちゅう

代表取
締役）の﨑

さき

田
た

恭
きょう

平
へい

氏を講師に招き、議員と市の幹部職員を対象に市
役所の会議室において研修会を開催しました。講師から「理想のあ
るべき姿（ＫＧＩ）を意識した政策立案について～地域政策に必要
なＫＧＩとＫＰＩの設定方法の解説」と題して、議会や執行部が自
治体の抱える諸課題に対する向き合い方において大いに参考となる
ご講演をいただき、たいへん有意義な研修会となりました。


